
 
佐
賀
県
告
示
第
百
十
四
号 

 

佐
賀
県
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
（
平
成
九
年
佐
賀
県
告
示
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
賀
県
知
事 

 

古 
 

川 
 

 
 

 

康 
 

 
 

 
第

２
条

中
「

、
第

三
者

」
を

「
、

当
該

第
三

者
」

に
改

め
る

。
 

 
第

４
条

第
１

項
中

「
一

に
」

を
「

い
ず

れ
か

に
」

に
改

め
る

。
 

 
第

９
条

第
２

項
第

１
号

中
「

契
約

」
を

「
こ

の
契

約
」

に
改

め
る

。
 

 
第

1
0
条

中
第

４
項

を
第

５
項

と
し

、
同

条
第

３
項

中
「

前
項

」
を

「
第

２
項

」
に

改
め

、

同
項

を
同

条
第

４
項

と
し

、
同

条
第

２
項

の
次

に
次

の
１

項
を

加
え

る
。

 

３
 

甲
は

、
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
期

間
内

に
お

い
て

は
、

現

場
代

理
人

に
つ

い
て

工
事

現
場

に
お

け
る

常
駐

を
要

し
な

い
こ

と
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
(
1
)
 
契

約
締

結
後

、
現

場
事

務
所

の
設

置
、

資
機

材
の

搬
入

、
仮

設
工

事
等

が
開

始
さ

れ

る
ま

で
の

期
間

 

 
(
2
)
 
第

2
0
条

第
１

項
又

は
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

、
工

事
の

全
部

の
施

工
を

一
時

中
止

し

て
い

る
期

間
 

 
(
3
)
 
橋

梁
の

建
設

、
ポ

ン
プ

施
設

の
建

設
、

水
門

の
設

置
そ

の
他

の
工

事
に

つ
い

て
、

工

場
そ

の
他

の
施

設
に

お
い

て
こ

れ
ら

の
部

品
等

の
製

造
の

み
が

行
わ

れ
て

い
る

期
間

 

 
(
4
)
 
前

３
号

に
掲

げ
る

期
間

の
ほ

か
、

工
事

現
場

に
お

い
て

作
業

等
が

行
わ

れ
て

い
な

い

期
間

 

 
第

1
1
条

中
「

契
約

」
を

「
こ

の
契

約
」

に
改

め
る

。
 

 
第

1
3
条

第
２

項
中

「
本

条
」

を
「

こ
の

条
」

に
、
「

、
検

査
」

を
「

、
当

該
検

査
」

に
改

め
、

同
条

第
５

項
中

「
検

査
」

を
「

第
２

項
の

検
査

」
に

改
め

る
。

 

 
第

1
4
条

第
３

項
中

「
又

は
工

事
写

真
等

」
を

「
、

工
事

写
真

等
」

に
、
「

当
該

記
録

」
を

「
当

該
見

本
、

工
事

写
真

等
の

記
録

」
に

改
め

る
。

 

1



 
第

1
5
条

第
4
項

中
「

か
し

」
を

「
瑕

疵
か

し

」
に

改
め

る
。

 

 
第

1
7
条

第
１

項
中

「
責

」
を

「
責

め
」

に
改

め
る

。
 

 
第

1
8
条

第
１

項
中
「

一
に

」
を
「

い
ず

れ
か

に
」
に

改
め

、
同

条
第

２
項

中
「

前
項

各
号

」

を
「

同
項

各
号

」
に

改
め

る
。

 

 
第

2
0
条

第
１

項
中

「
責

」
を

「
責

め
」

に
改

め
る

。
 

 
第

2
1
条

中
「

責
」

を
「

責
め

」
に

改
め

、
同

条
に

次
の

１
項

を
加

え
る

。
 

２
 

甲
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
請

求
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら

れ
る

と
き

は
、

工
期

を
延

長
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

甲
は

、
そ

の
工

期
の

延
長

が
甲

の
責

め
に

帰
す

べ
き

事
由

に
よ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
請

負
代

金
額

に
つ

い
て

必
要

と
認

め
ら

れ
る

変
更

を
行

い
、

又
は

そ
の

工
期

を
延

長
し

た
こ

と
に

よ
り

乙
に

損
害

を
及

ぼ
し

た
と

き
は

必
要

な
費

用
を

負
担

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
第

2
2
条

第
１

項
中

「
甲

は
、
」

の
次

に
「

工
期

を
延

長
し

た
場

合
に

お
い

て
、
」

を
加

え
、

「
工

期
の

」
を

「
延

長
し

た
工

期
の

期
間

内
で

そ
の

」
に

改
め

る
。

 

 
第

2
5
条

第
２

項
中
「

以
下

同
じ

」
を
「

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
同

じ
」
に

改
め

、
同

条
第

４
項

中
「

本
条

」
を

「
こ

の
条

」
に

、
「

第
１

項
中

」
を

「
同

項
中

」
に

、
「

あ
る

の
は

」
を

「
あ

る
の

は
、
」
に

改
め

、
同

条
第

７
項

中
「

第
５

項
及

び
前

項
」
を
「

前
２

項
」
に

改
め

る
。

 

 
第

2
7
条

中
「

責
」

を
「

責
め

」
に

改
め

る
。

 

 
第

2
8
条

第
１

項
中

「
本

条
」

を
「

こ
の

条
」

に
、
「

責
」

を
「

責
め

」
に

改
め

る
。

 

 
第

2
9
条

第
１

項
中

「
責

」
を

「
責

め
」

に
、
「

以
下

」
を

「
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

」
に

改
め

、
同

条
第

２
項

中
「

前
項

の
損

害
」

を
「

同
項

の
損

害
」

に
、
「

本
条

に
お

い
て

同
じ

」

を
「

こ
の

条
に

お
い

て
「

損
害

」
と

い
う

」
に

改
め

、
同

条
第

４
項

中
「

以
下

」
を

「
第

６

項
に

お
い

て
」

に
改

め
る

。
 

 
第

3
0
条

第
１

項
中

「
第

1
7
条

か
ら

第
2
0
条

ま
で

、
第

2
2
条

」
を

「
第

1
7
条

か
ら

第

2
2
条

ま
で

」
に

改
め

、
同

条
第

２
項

中
「

請
負

代
金

額
の

」
を
「

請
負

代
金

額
を

」
に

、「
費

用
の

」
を

「
費

用
を

」
に

改
め

る
。

 

2



 
第

3
2
条

第
１

項
中

「
前

条
第

２
項

」
の

次
に

「
（

同
条

第
６

項
後

段
の

規
定

に
よ

り
適

用

さ
れ

る
場

合
を

含
む

。
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）
」
を

加
え

、
同

条
第

３
項

中
「

責
」
を
「

責

め
」

に
、
「

以
下

」
を

「
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

」
に

改
め

る
。

 

 
第

3
4
条

の
見

出
し

を
「
（

前
金

払
及

び
中

間
前

金
払

）
」
に

改
め

、
同

条
第

３
項

に
後

段
と

し
て

次
の

よ
う

に
加

え
る

。
 

 
 

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

前
項

の
規

定
を

準
用

す
る

。
 

 
第

3
4
条

第
５

項
中

「
前

払
金

額
」

の
次

に
「
（

中
間

前
払

金
の

支
払

を
受

け
て

い
る

と
き

は
、
中

間
前

払
金

を
含

む
。
次

項
及

び
次

条
に

お
い

て
同

じ
。
）
」
を

、「
で

前
払

金
」
の

次
に

「
（

中
間

前
払

金
の

支
払

を
受

け
て

い
る

と
き

は
、
中

間
前

払
金

を
含

む
。
以

下
こ

の
条

か
ら

第
3
6
条

ま
で

に
お

い
て

同
じ

。
）
」
を

加
え

、
同

条
第

８
項

中
「

年
3
.
3
パ

ー
セ

ン
ト

」
を
「

年

3
.
1
パ

ー
セ

ン
ト

」
に

改
め

る
。

 

 
第

3
7
条

第
１

項
中
「

次
項

以
下

」
を
「

次
項

か
ら

第
７

項
ま

で
」
に

改
め

、
同

条
第

３
項

中
「

前
項

の
確

認
」

を
「

同
項

の
確

認
」

に
改

め
る

。
 

 
第

4
0
条

の
見

出
し

中
「

前
金

払
」
の

次
に
「

及
び

中
間

前
金

払
」
を

加
え

、
同

条
第

１
項

中
「

前
金

払
」
の

次
に
「

及
び

中
間

前
金

払
」
を

加
え

、「
第

3
4
条

及
び

」
を
「

同
条

及
び

」

に
、「

本
条

」
を
「

こ
の

条
」
に

改
め

、
同

条
第

２
項

中
「

前
払

金
」
の

次
に
「

及
び

中
間

前

払
金

」
を

加
え

、「
前

項
の

規
定

に
よ

る
読

替
え

後
の

」
を
「

同
項

の
規

定
に

よ
り

準
用

さ
れ

る
」
に

改
め

、「
第

3
4
条

第
１

項
」
の

次
に
「

及
び

第
３

項
」
を

加
え

、
同

条
第

３
項

中
「

前

払
金

を
」

を
「

前
払

金
及

び
中

間
前

払
金

を
」

に
、
「

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
読

替
え

後
の

」

を
「

同
項

の
規

定
に

よ
り

準
用

さ
れ

る
」
に

改
め

、「
前

払
金

相
当

分
」
の

次
に
「

及
び

中
間

前
払

金
相

当
分

」
を

加
え

、「
前

払
金

の
」
を
「

前
払

金
及

び
中

間
前

払
金

の
」
に

改
め

、
同

条
第

４
項

中
「

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
読

替
え

後
の

」
を

「
同

項
の

規
定

に
よ

り
準

用
さ

れ

る
」
に

改
め

、「
前

払
金

」
の

次
に
「

及
び

中
間

前
払

金
」
を

加
え

、
同

条
第

５
項

中
「

前
払

金
」

の
次

に
「

及
び

中
間

前
払

金
」

を
加

え
る

。
 

 
第

4
1
条

第
２

項
中

「
、

前
払

金
」

の
次

に
「

及
び

中
間

前
払

金
」

を
加

え
る

。
 

3



 
第

4
4
条

の
見

出
し

を
「
（

瑕
疵

担
保

）
」
に

改
め

、
同

条
第

１
項

か
ら

第
３

項
ま

で
の

規
定

中
「

か
し

」
を
「

瑕
疵

」
に

改
め

、
同

条
第

４
項

中
「

第
8
7
条

第
１

項
に

定
め

る
住

宅
を

新

築
す

る
建

設
工

事
の

請
負

契
約

」
を

「
第

9
4
条

第
１

項
に

規
定

す
る

住
宅

新
築

請
負

契
約

」

に
、
「

第
６

条
第

１
項

及
び

第
２

項
」

を
「

第
５

条
」

に
、
「

か
し

」
を

「
瑕

疵
」

に
改

め
、

同
条

第
５

項
中

「
か

し
」

を
「

瑕
疵

」
に

、「
第

４
項

の
」

を
「

前
項

に
」
に

改
め

、
第

６
項

中
「

か
し

」
を

「
瑕

疵
」

に
改

め
る

。
 

 
第

4
5
条

第
１

項
中
「

責
」
を
「

責
め

」
に

改
め

、
同

条
第

２
項

中
「

年
3
.
3
パ

ー
セ

ン
ト

」

を
「

年
3
.
1

パ
ー

セ
ン

ト
」

に
改

め
、

同
条

第
３

項
中

「
責

」
を

「
責

め
」

に
、
「

年
3
.
3

パ
ー

セ
ン

ト
」

を
「

年
3
.
1
パ

ー
セ

ン
ト

」
に

改
め

る
。

 

 
第

4
6
条

第
１

項
各

号
列

記
以

外
の

部
分

中
「

一
に

」
を

「
い

ず
れ

か
に

」
に

、
「

契
約

」

を
「

こ
の

契
約

」
に

改
め

、
同

項
第

２
号

中
「

責
」

を
「

責
め

」
に

改
め

、
同

項
第

４
号

及

び
第

５
号

中
「

契
約

」
を

「
こ

の
契

約
」

に
改

め
、

同
項

第
６

号
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
 

 
(
6
)
 
乙

（
乙

が
共

同
企

業
体

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
構

成
員

の
い

ず
れ

か
の

者
。

以
下

こ

の
号

に
お

い
て

同
じ

。
）

が
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
き

。
 

 
 

ア
 

役
員

等
（

乙
が

個
人

で
あ

る
場

合
に

は
そ

の
者

を
、

乙
が

法
人

で
あ

る
場

合
に

は

そ
の

役
員

又
は

そ
の

支
店

若
し

く
は

常
時

建
設

工
事

の
請

負
契

約
を

締
結

す
る

事
務

所
の

代
表

者
を

い
う

。
以

下
こ

の
号

に
お

い
て

同
じ

。
）
が

暴
力

団
員

に
よ

る
不

当
な

行
為

の
防

止
等

に
関

す
る

法
律
（

平
成

３
年

法
律

第
7
7
号

）
第

２
条

第
６

号
に

規
定

す
る

暴
力

団
員
（

以
下

こ
の

号
に

お
い

て
「

暴
力

団
員

」
と

い
う

。
）
で

あ
る

と
認

め

ら
れ

る
と

き
。

 

 
 

イ
 

暴
力

団
（

暴
力

団
員

に
よ

る
不

当
な

行
為

の
防

止
等

に
関

す
る

法
律

第
２

条
第

２

号
に

規
定

す
る

暴
力

団
を

い
う

。
以

下
こ

の
号

に
お

い
て

同
じ

。
）
又

は
暴

力
団

員
が

経
営

に
実

質
的

に
関

与
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

 

 
 

ウ
 

役
員

等
が

自
己

、
自

社
若

し
く

は
第

三
者

の
不

正
の

利
益

を
図

る
目

的
又

は
第

三

者
に

損
害

を
加

え
る

目
的

を
も

っ
て

、
暴

力
団

又
は

暴
力

団
員

を
利

用
す

る
な

ど
し

4



た
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

 

 
 

エ
 

役
員

等
が

、
暴

力
団

又
は

暴
力

団
員

に
対

し
て

資
金

等
を

供
給

し
、

又
は

便
宜

を

供
与

す
る

な
ど

直
接

的
あ

る
い

は
積

極
的

に
暴

力
団

の
維

持
、

運
営

に
協

力
し

、
若

し
く

は
関

与
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

 

 
 

オ
 

役
員

等
が

暴
力

団
又

は
暴

力
団

員
と

社
会

的
に

非
難

さ
れ

る
べ

き
関

係
を

有
し

て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

。
 

 
 

カ
 

下
請

契
約

又
は

資
材

、
原

材
料

の
購

入
契

約
そ

の
他

の
契

約
に

当
た

り
、

そ
の

相

手
が

ア
か

ら
オ

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

こ
と

を
知

り
な

が
ら

、
当

該
者

と
契

約
を

締
結

し
た

と
認

め
ら

れ
る

と
き

。
 

 
 

キ
 

乙
が

、
ア

か
ら

オ
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

を
下

請
契

約
又

は
資

材
、

原

材
料

の
購

入
契

約
そ

の
他

の
契

約
の

相
手

方
と

し
て

い
た

場
合

（
カ

に
該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）
に

、
甲

が
乙

に
対

し
て

当
該

契
約

の
解

除
を

求
め

、
乙

が
こ

れ
に

従
わ

な
か

っ
た

と
き

。
 

 
第

4
6
条

第
２

項
中
「

契
約

が
」
を
「

こ
の

契
約

が
」
に

改
め

、
同

条
第

３
項

中
「

前
項

の
」

を
「

第
１

項
第

１
号

か
ら

第
５

項
ま

で
の

規
定

に
よ

り
、

こ
の

契
約

が
解

除
さ

れ
た

」
に

、

「
違

約
金

」
を

「
前

項
の

違
約

金
」

に
改

め
る

。
 

 
第

4
6
条

の
２

第
１

項
中

「
一

に
」

を
「

い
ず

れ
か

に
」

に
、
「

契
約

を
」

を
「

こ
の

契
約

を
」
に

改
め

、
同

条
第

２
項

中
「

一
に

」
を
「

い
ず

れ
か

に
」
に

改
め

、
同

条
第

３
項

中
「

契

約
」

を
「

こ
の

契
約

」
に

改
め

る
。

 

 
第

4
8
条

第
１

項
中

「
一

に
」

を
「

い
ず

れ
か

に
」

に
、
「

契
約

」
を

「
こ

の
契

約
」

に
改

め
、

同
条

第
２

項
中

「
契

約
」

を
「

こ
の

契
約

」
に

改
め

る
。

 

 
第

4
9
条

第
１

項
中

「
契

約
」

を
「

こ
の

契
約

」
に

改
め

、
同

条
第

３
項

中
「

前
払

金
が

」

を
「

前
払

金
又

は
中

間
前

払
金

が
」
に

、「
を

控
除

し
た

」
を
「

及
び

中
間

前
払

金
の

額
を

控

除
し

た
」

に
、
「

第
１

項
前

段
」

を
「

同
項

前
段

」
に

改
め

、
「

前
払

金
額

」
の

次
に

「
及

び

中
間

前
払

金
額

」
を

加
え

、
「

年
3
.
3
パ

ー
セ

ン
ト

」
を

「
年

3
.
1
パ

ー
セ

ン
ト

」
に

、
「

第

5



4
7
条

又
は

前
条

」
を

「
前

２
条

」
に

改
め

、
同

条
第

４
項

か
ら

第
６

項
ま

で
の

規
定

中
「

契

約
」

を
「

こ
の

契
約

」
に

改
め

、
同

条
第

８
項

中
「

契
約

」
を

「
こ

の
契

約
」

に
、
「

第
4
7

条
又

は
前

条
」

を
「

前
２

条
」

に
改

め
る

。
 

 
第

4
9
条

の
２

第
１

項
中

「
一

に
」

を
「

い
ず

れ
か

に
」

に
改

め
る

。
 

 
第

5
0
条

第
１

項
中

「
本

条
」

を
「

こ
の

条
」

に
改

め
る

。
 

 
第

5
2
条

中
「

、
前

条
」

を
「

、
同

条
」

に
改

め
る

。
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